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| 4．本学の教育デー タサイエンス教育の特徴I

(1)学内体制と学外とのパー トナーシップ

0令和4年度に設置した ICT関連科目授業運
営部会において、教育データの利活用の
推進、教育データサイエンス教育の科目
開発を行っている。

0先端教育人材育成推進機構を改革のエン
ジンとしている。同機構には令和7年度
に「データ駆動型教育・政策推進室」を
設懺するなど、組織体制の整備も行って
いる。

0統計数理研究所の統計エキスパート人材
育成コンソ ーシアムに参画し、「大学教
員研修」に教員を派遣し、専門家との協
働による教材開発などに取り組んでいる。

OFU科目を基にした教員研修を連携してい
る教育委員会へ提供している。

| 5．本学のシラバス、その他参考資料等

0シラバス

国立教育政策研究所令和7年度公開シンポジウム
いま、なぜ教育デー タサイエンスか、そしてどう進めるか

(2)特色ある取組 I
0本学が企画運営する教育者の主体的な学

びのためのプラットフォ ーム(I D ig

Edu)において、教育データサイエンス
関連コンテンツを提供し、幅広い教育者
の学習を支援している。

0修士課程に教育AI研究プログラムを懺き、
教育AI,教育データサイエンスの研究、
及び実践力育成を推進している。

0フラッグシップ大学の指定を受け、学部、
教職大学院への科目開発をしている。

0データ駆動型教育・政策推進室において、
複数の教育委員会と協働し、教育政策立
案や教育活動における教育データ •AI活
用のモデル開発に取り組んでいる。

（3)今後の展望 I
0先端教育人材育成推進機構を改革のエン

ジンとし、理論がいまだ存在しない中、
失敗を許容しつつ、教育データサイエン
ス教育の開発に向け漸進的な改革を継続。

0社会のニ ー ズに応じた研究者の確保と定
着。

0オンデマンド形式の授業における教育の
質の確保。

0全国教育委員会・教育現場における、教
育データ •AI活用による政策立案・教育
活動の質の向上支援。当該実績を踏まえ
た、国・教育委員会への政策提言やコン
サルテーションの展開。

0学内の取組の構造化、連携・協働の推進
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